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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月12日(2011.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固形インクスティックであって、同インクスティックが、
　上面と、底面と、上面と底面間に広がる複数の側面とを有するインクスティック本体で
あって、その周辺部が前記複数の側面により規定されるインクスティック本体と、
　上面と底面間に少なくとも部分的に広がる前記複数の側面の少なくとも一つの側面に形
成される少なくとも一つのキー輪郭であって、前記インクスティック本体の周辺部の少な
くとも一部を形成する少なくとも一つのキー輪郭と、
　インクスティック本体の周辺部の少なくとも一部に沿って形成される確認マークと、を
備え、
　その確認マークの一部が、前記キー輪郭の少なくとも一部分をなぞって設けられ、
　前記確認マークの少なくとも一部は、前記少なくとも一つのキー輪郭によって形成され
る周辺部の少なくとも一部を含む凹であって、前記インクスティック本体の周辺部内の凹
である、
　ことを特徴とする固形インクスティック。
【請求項２】
　請求項１の固形インクスティックであって、
　同インクスティックの本体が、相変化インク使用の画像形成装置のインク装填部に向か
う挿入方向に挿入口を通って挿入されるように構成され、当該インクスティック本体の底
面が最初にインク装填部の挿入口を通過し、当該インクスティック本体の上面が最後にイ
ンク装填部の挿入口を通過するように構成される、ことを特徴とする固形インクスティッ
ク。
【請求項３】
　請求項２の固形インクスティックであって、
　同インクスティックの本体の周辺部は、挿入方向と実質的に垂直な平面に配置され、
　前記確認マークが、前記インクスティック本体内のキー輪郭の追加または削除に応じて
確認マークが修正されるように前記インクスティック本体の側面に沿って延びる、
　ことを特徴とする固形インクスティック。
【請求項４】
　請求項３の固形インクスティックであって、
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　前記確認マークが、前記インクスティック本体の側面の周辺部全体に沿って実質的に連
続的に延びる、ことを特徴とする固形インクスティック。
【請求項５】
　請求項１のインクスティックであって、
　前記インクスティック本体の側面により規定される周辺部は、前記固形インクスティッ
クを確認するために構成された視認できる印に相当する、ことを特徴とする固形インクス
ティック。
【請求項６】
　請求項５に記載のインクスティックであって、
　前記確認マークは前記複数の側面と上面をつなぐ端部に沿って形成されている、ことを
特徴とする固形インクスティック。
【請求項７】
　相変化インク使用の画像形成装置のインク装填口に装填されるインクスティックであっ
て、
　相変化インク使用の画像形成装置のインク装填部に装填方向に挿入され、上面、底面、
および、前記上面および底面間に広がる複数の側面を有するインクスティック本体であっ
て、前記複数の側面により給送周辺部が形成されるインクスティック本体と、
　前記インクスティック本体の給送周辺部に形成され、少なくとも一部が、少なくとも一
つの側面に沿って前記挿入方向に実質的に平行な方向に延びる少なくとも一つのキー輪郭
と、
　前記挿入方向に直交し、前記給送周辺部に沿って実質的に連続して延びるように形成さ
れる確認マークと、
　を備え、
　前記インクスティック本体は、前記インクスティック本体を前記挿入方向に向けて前記
挿入開口に挿入した際、前記上面が挿入開口に入る前に、前記底面が挿入開口に入るよう
に構成されており、
　前記確認マークの一部は、前記キー輪郭の少なくとも一部分をなぞって設けられ、
　前記確認マークの少なくとも一部は、前記少なくとも一つのキー輪郭の一つによって形
成される給送周辺部の少なくとも一部を含む凹であって、前記給送周辺部内の凹である、
　ことを特徴とするインクスティック。
【請求項８】
　請求項７に記載のインクスティックであって、
　前記確認マークは、前記上面と前記複数の側面をつなぐ端部に沿って形成される、こと
を特徴とするインクスティック。
【請求項９】
　請求項８に記載のインクスティックであって、
　前記確認マークは、前記インクスティック本体の内部に向かって延びる深さを有し、
　前記確認マークの深さは、前記確認マークの部分によって変わる、
　ことを特徴とするインクスティック。
【請求項１０】
　インクスティックを製造する方法であって、
　上面と、底面と、前記上面および底面の間に広がるとともに周辺部を規定する複数の側
面と、を含むインクスティック本体を製造するステップと、
　少なくとも一つの側面に、前記インクスティック本体の周辺部の少なくとも一部を構成
するキー輪郭を少なくとも一つ形成するステップと、
　その一部が前記少なくとも一つのキー輪郭をなぞった確認マークであって、前記確認マ
ークの一部を含む前記周辺部の少なくとも一部に沿う確認マークを形成するステップと、
　を備え、
　前記確認マークの少なくとも一部は、前記インクスティック本体の周辺部内の凹であっ
て、前記少なくとも一つのキー輪郭によって形成される周辺部の一部を含む凹である、
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　ことを特徴とする製造する方法。
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